
 

 

 

 

 

 

 

 臨時休校の延長が決まりました。4月に 1週間登校したとはいえ、3月、4月、5月の 3か月間 

休校することになります。家から出られないこの期間、『それでも友達とつながっていたい』という思いで 

SNSを使っている人も多いと思います。『先生心配しすぎ』って言われるかもしれませんが、ネットでの 

トラブル…起こっていませんか？ 

 昨年、Ｔ先生の人間関係作りの授業の中でこんなことを聞いたのを覚えていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて SNS上でのやり取りではこのような食い違いや行き違いが起こりやすいといわれています。 

このやり取りを見てみましょう。 

        
絵にかいたような行き違いですよね。 

本当は左の△△ちゃんは右の〇〇ちゃんの作ったピンクの象のぬいぐるみを『ほめて』いるんです。 

最初に『かわいいね』、『象のおどけた姿が可笑しい』と言っていたら 2人の関係が壊れることは 

なかったのではないでしょうか？ 

SNS上での文字だけのやり取りでは言葉の行き違いが起こりやすいと言われています。中高生の人間関係 

トラブルのきっかけの２～３割が SNSであるとのデータもあります。 

  

SNS上トラブルの原因 

・『見ている部分が違うこと』に気づきにくく、 

・『相手の目線』がどこに向いているかもわかりにくくなる。なぜなら 

・『直接相手の顔が見えない』から表情や言い方による相手の感情のヒントが得られにくくなるため。 

 SNS がきっかけの人間関係トラブルは大人の社会でも起こります。だから皆さんだけに『気をつけろ！』と

は言っていません。先生たちも含めて、子どもも大人も気を付けて上手に使っていきたいね。 

 

学校でのみんなの様子はとってもあたたかく笑顔も多い。 

でも生きているうちには人間関係トラブルはつきもの（でき 

れば無いほうがいいけど）。 

 

  もしトラブルが起こってしまったら、そんな時こそ 

 相手の気持ちを想像し、『絶対自分が正しいし！』にならず、 

 もしも自分の不注意かもと思ったら『素直にあやまる』 

 ことも必要かな？自分たちで解決する力も身につけていって 

ほしけど、どうしても解決できないこともあると思うから 

そんな時は大人に相談することも考えてね。 

（御幸中学校 電話 ４３－２３７２） 

2年生学年だより 

 

 

 

 

御幸中学校 

２年学年だより 

令和２年５月１日（金） 
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